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1.概要

液晶の混合物は実験的に色々研究されているが､その中でも形の異方性が極端

に異なる棒状分子と円板状分子の混合系については理論だけでなく実験につい

てもあまりなされていない｡一成分系における液晶の分子論本研究ではこれら

を拡張し､分子間に剛体斥力と引力ポテンシャルを仮定し､対称破りポテンシャ

ルの方法を用いて研究し､ネマティック一等方相転移における転移温度､転移

エントロピー､配向のorderparameterの組成比依存性について検討した｡

2.分子モデル

系はNR個の長さLR､直径DRの円柱である棒状分子 (LR>DR)とND個の長

さLD､直径 DDの円板である円板状分子 (LD<DD)の全分子数 N(=NR+ND)

の混合物とする｡また､Orderparameter､対象破りポテンシャル､配向ベクト

ルをそれぞれの分子毎に区別をしした｡このことから自由エネルギーは

FEotal-Fnem+Fmix+FIso
と表される.FDemはネマティック相の自由エネルギー､Fml･xは混合の自由エネ

ルギー､F/soは等方相の自由エネルギーである｡

3.結果

棒一円板状分子混合系において考えられるネマティック(N)液晶状態は

Fig.1(a)(b)(C)の-軸性N相とFig.1(d)の二軸性 N相の四種がある｡

Fig.2にそれぞれの分子の異方性が5の場合の相図を示す｡このことから棒一

円板状分子混合系において実現しうるネマティック液晶状態は-軸性 N相であ

るFig.1(a)の円板状分子液晶と同種な光学的に負の N~相とFig.1(C)の棒状分子

液晶と同種な光学的に正のN+相の二種があり､これらの相は二相共存状態を経

て一次相転移する｡また､この図より低温になるにつれ二相共存状態が広まる

ということがわかる｡

-293-



研究会報告

(a)SR<0,SD>0 (ち)SR>0,SD>0 (C)SR>0,SD<0

(N-) (Nk) (N+)

-軸性N相

■■∴■■■ll■l∫
'(d)二軸性N相

Fig.1棒一円板状分子混合系において考えられるネマティック液晶状態
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4.検討及び考察

今回使用した系について①二軸性 N相は安定に存在しない｡②濃度または温

度によって等方相及び光学的に正と負二つのタイプの-軸性N相間で二相共存

状態を挟んで一次相転移が起こりうるという結論を得た｡

混合系の挙動は異分子間相互作用や分子の大きさに大きく依存する複雑なも

のであるといえるが､今回使用したモデルと方法は混合状態の液晶挙動を簡明

に説明できる可能性がある｡
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